








［平成28年11月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A １，２９１，８９４ ７４５，７６４ ４４８，０３３
生産コスト B １，０６３，６７２ ７５３，５５４ ５１２，４１９
差額 C＝A－B ２２８，２２２ △ ７，７９０ △ ６４，３８６
暫定補塡金単価 D＝C╳０.８ ― ６，２００ ５１，５００
補塡金単価（概算払） D－４，０００ ― ２，２００ ４７，５００
注：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

１００円未満切り捨て

平成２８年１１月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱附則９の概算払の補塡金単価について、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２８年１１月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。
なお、補塡金単価の確定値については、平成２９年２月上旬に公表する予定です。

（表３）補塡金単価（概算払）（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
単位：円／頭

肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― １，６００ ３５，６００

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価（概算払）について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円／頭
岩手県（日本短角種） 広島県 福岡県 佐賀県 長崎県

― ― ― ― ―
熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

― ― ― ― ―
※ 各県の算定結果です。
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１ 背景・ねらい

２ 内容・特徴・効果

寒冷地では、冬季における踏込み消毒槽の消毒薬が凍結してしまいます。このため、牧場
によっては踏込み消毒薬が石灰に限定されており、防疫徹底が困難となっています。
最近では、市販の水槽用ヒーターを踏込み消毒槽に入れることによって加温し凍結防止を

図り、冬季であっても液体の消毒薬を使用しているケースが見られます。しかし、水槽用ヒー
ターは、誤って踏んで破損する危険性が高く、かなり注意を必要とします。
そこで、破損防止のカバーを鉄管や銅管を加工して作製し、水槽用ヒーターに装着する工

夫を考案しました。

使用する水槽用ヒーターは、ペットショップや量販店で１５００円前後で売られている棒状の
普及品で十分です。
作成方法は、次のとおりです。

① まず、購入した棒状の水槽用ヒーターの太さに応じて、適当な口径の鉄管又は銅管を準
備します。

② 準備した鉄管又は銅管は、ヒーターの長さよりも若干長めに切断します。
③ 鉄管又は銅管に数ヵ所切込みを入れます。
④ 鉄管又は銅管の中に水槽用ヒーターを挿入し、抜けないようにビニルテープで端を固定
します。
使用する際は、液体の消毒薬を入れた踏み込み消毒槽にヒーターを沈め、電源につなぐだ

けです。
北海道では極端に寒い日の朝に表面が凍ることもありますが、使用には問題ありません。
ただし、空焚きにならないように注意してください。

誤って踏んでも壊れない踏込み消毒槽用凍結防止ヒーター
（独）家畜改良センター
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（写真１）材料と完成品
右は市販の水槽用ヒーター
中央は銅管で作製したカバーを装着したヒーター
左は鉄管で作製したカバーを装着したヒーター

（写真２）使用中のヒーター
誤って踏んでも壊れず、凍結が防止できる
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